
稲垣氏は、岐阜県土岐市生まれ。69年に岐

阜薬科大学の厚生薬学科を卒業後、国立公衆

衛生院（現・国立保健医療科学院）に入り、

河川汚染が進んでいた多摩川水系で水管理計

画の研究等に従事。「川を再生するため、ど

のように下水道処理施設を造るか」に取り組

んだ。70年には、数少ない環境分野の専門家

として請われ、愛知県庁へ。

当時は、現在の環境部の前身の企画部公害

課で、主に大気汚染対策に取り組んだ。それ

から36年、環境行政一筋で「環境部の生き字

引」とも言われる存在。環境部時代には県下

の環境アセスメントにも従事。「愛・地球博」

の開催にも尽力。副知事の立場となっても、

環境のエキスパートとして、アフリカ、中近

東諸国の環境対策指導などで広く活躍。生物

多様性条約第10回締約国会議（ＣＯＰ10）が

10年10月に開催されるが、愛知県名古屋市へ

の開催誘致にも成功した。

稲垣氏が、環境への関心を持ちはじめたの

は大学３年次。「環境問題に取り組んでいた

恩師から大きな影響を受けた」という。地元

の石灰岩採掘場周辺の汚染状況や、日本の公

害の原点と言われる足尾銅山なども目の当た

りにし、大学４年次は環境研究一本で通した。

本来の薬学とは毛色が違って見えるが「大

気、水、廃棄物、環境アセスメントなどの環

境行政を行う上で化学的、生物的判断は必要。

工場等から廃棄される化学物質の分析、周囲

の山や川に生息する動植物への影響調査で

は、薬学というバックグラウンドが大きい。

幅広い分野で勉強してきたことが良かった」

と振り返る。

大学時代の研究テーマが「水」であったた

め、入庁後に大気の担当となり戸惑いもあっ

たが、「大学時代から環境問題

に取り組み、法律や条令なども

勉強していたため、新たにまた、勉強してみ

ようという意識で入れた。県に環境専門家が

ほとんどいない状態で、専門家として頼られ

たが、その分、学生時代以上に勉強した」と

振り返る。

職員時代には狭き門の技術士（環境部門）

の国家資格や１級ビオトープ計画管理士の資

格も取得。ほかにも環境カウンセラーなど、

環境関連では十数種類の有資格者だ。公務に

追われる毎日。片道１時間の通勤電車を勉強

場所に、寸暇を惜しんで勉強したという。

学生に向け「自分の専門は確かに深くやら

なければいけないが、一般常識は時事・経済

まで幅広く勉強してほしい」と助言する。特

に、環境分野を志す人には「環境は非常に幅

広いため、学生時代だけでは十分に勉強でき

ないと思うが、少なくとも化学や物理、ある

いは動植物分野の理解も必要。また、環境問

題は街づくりと一体であり、福祉や教育、防

災など全てつなげていく必要がある」と奥深

さを指摘する。環境問題に取り組んできた実

体験を振り返り「薬学は他の理系学部よりも

柔軟性がある。『専門は深く、常識は広く』

を念頭に、常に謙虚な志をもって、多くの分

野にチャレンジしてほしい」と、薬学生の幅

広い活躍に期待を寄せている。
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今から３年前、「自然の叡智」をテーマに、日本国際博覧会「愛・地球博」が愛

知県で開催された。当時、愛知県環境部長として指揮を執ったのが、岐阜薬科大

学出身の薬剤師でもある稲垣隆司氏。「愛・地球博」は延べ2200万人の入場者を得

て、成功裏に終了。2006年４月には、現知事の神田真秋氏から副知事の指名を受

け、要職に就いている。自治体行政の中枢で活躍する稲垣氏は、実体験をもとに

「薬学は理科系の中でも、特に幅広い領域を学ぶ学問。より柔軟な姿勢で、専門分

野はもちろん、時事、経済などにも視野を広げ、勉強に取り組んでほしい」と、

薬学生にエールを送っている。
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日本薬学会が企画し、東京都病院薬剤師

会が著した「高校生にも患者の皆さんにも

知ってもらいたい病院薬剤師の仕事」が薬

事日報社より発刊された。

大学受験を控え、将来なりたい職業につ

いて悩む高校２年生のシルクさんが、市民

病院に勤務する病院薬剤師の石座ユカさん

に、病院薬剤師の日常的な仕事を分かりや

すく説明してもらう形で話が進んでいく。

「病院とは？」から紐解き、病院薬剤師

をめぐる環境、実際の仕事内容、病院薬剤

師としての心がけ、さらには具体的に進み

つつある専門薬剤師の方向性などが紹介さ

れる。

現役の薬学生はもとより、薬学部への進

学を考えてい

る高校生、そ

の家族や先生

方、さらに患

者さんにとっ

ても、病院薬

剤師の仕事・役割を知る上で、お奨めの一

冊といえる。

なお、本社では薬学生新聞の読者５人に、

この本をプレゼントします。Ｅメール

（info@yakuji.co.jp）にて、氏名・所属大

学・学年および「病院薬剤師の仕事希望」

と明記の上、15日までにご応募下さい。応

募者多数の場合は抽選となります。発表は

発送をもって替えさせていただきます。
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